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１．四分位数と箱ひげ図
Ⅶ 四分位数と箱ひげ図

要点 1
データを小さい順に並べたとき，データ全体を

四
・
等分
・
にした位

・
置の数

・
を四分位数といい，それ

らの点を右のようによぶ。

また，（第３四分位数）－（第１四分位数）の

値を四分位範囲という。

データの分布を箱とひげで表した図を箱ひげ図という。箱ひげ図を見ると，３つの四分位数と，

最大値・最小値がわかる。

■

■

次のデータについて，下の表をうめなさい。

右の表をもとに箱ひげ図をかきなさい。

四分位数

箱ひげ図

データ数が奇数個

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪

０　１　１　２　３　４　５　６　７　８　９　

前半のデータの中央値　中央値　後半のデータの中央値

データ数が偶数個

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫

１　１　２・２　３　４・５　６　６・７　８　10

前半のデータの中央値　中央値　後半のデータの中央値

（　　　）4＋5
2 （　　　）6＋7

2
2＋2
2（　　　）

①

②

最小値
第１
四分位数

第２
四分位数

第３
四分位数

最大値
四分位
範囲

① 0 1 4 7 9 6

② 1 2 4.5 6.5 10 4.5

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

① 0 2 5.5 7 9

② 1 3.5 6 7.5 10

要点 2
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最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

（ 1 ） ０　１　１　２　３　４　５　６　７　８　９　９　１０

次のデータについて，○～○を求め，下の表をうめなさい。なお，範囲は〔最大値－最小値〕で

求められる。

右の枠内の値をもとにして，それぞれの箱ひげ図をかきなさい。

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

１　１　２　３　４　５　５　６　７　８　９　９

14  15  15  17  18  20  23  24  25  26  26  27  29  31  32  34

25  25  26  28  28  28  29  31  31  32  33  38  40  41  45  46  48  50  50

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

0 3 6 8 10

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

2 4 7 8 9

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

19 22 26 28 30

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

26 30 32.5 34.5 36

ア キ
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要点 3
ヒストグラムの形と箱ひげ図の形は，次のような関係にある。

■ 右のＡ～Ｄのヒストグラムを表している箱ひげ図をア～エから選びなさい。

ヒストグラムと箱ひげ図

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

（ 4 ）

①  Ａのヒストグラムを見ると，最

小値は４で，最大値は８である
ことがわかる。

②  また，データの半数近くが５か
ら７に集中している。

③  よって，その箱ひげ図はウであ
る。

①  Ｂのヒストグラムを見ると，最

小値は２で，最大値は９である
ことがわかる。

②  また，データの中央値が左寄り
になっている。

③  よって，その箱ひげ図はアであ
る。

①  Ｃのヒストグラムを見ると，最

小値は０で，最大値は１０で
あることがわかる。

②  データは全体的に散らばっている。

③  よって，その箱ひげ図はイであ
る。

①  Ｄのヒストグラムを見ると，最

小値は２で，最大値は９である
ことがわかる。

②  また，データの中央値が右寄り
になっている。

③  よって，その箱ひげ図はエであ
る。
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（ 1 ）

（ 2 ）

ア～エの箱ひげ図のうちで，次の条件にあてはまるものはどれか。記号で答えなさい。

　① 四分位範囲が最も大きい。

　② 四分位範囲が最も小さい。

　③ 中央値が最も大きい。

　④ 中央値が最も小さい。

Ａ～Ｄのヒストグラムに対応する箱ひげ図をア～エから選び，記号で答えなさい。

 Ａ〔　　　　〕　　Ｂ〔　　　　〕　　Ｃ〔　　　　〕　　Ｄ〔　　　　〕

次のＡ～Ｄのヒストグラムとア～エの箱ひげ図について，次の問いに答えなさい。
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要点 4

要点 5

右の図でわかるように，箱ひげ図では全データ数の約２５％

ずつが，それぞれの部分に入っている。また，四分位範囲に

含まれるデータ数は，全データ数の約半数を占める。

箱ひげ図は，何種類かのデータを比べるときに利用すると便利である。

次の箱ひげ図は，Ａさんのクラス３６人について、１０日間の家庭学習時間のデータを表したものである。

下の箱ひげ図は，ある中学で行った英語，数学，国語のテストについて，生徒４０人の得点を表した

ものである。このとき，次の①～③にあてはまるテストの科目を答えなさい。

箱ひげ図におけるデータの分布

箱ひげ図の比較

（ 1 ）

（ 2 ）

（ 3 ）

学習時間が１０時間以上１６時間以下の人数は，約18人いる。
学習時間が最も長い生徒は，18時間である。
学習時間が１０時間以下の生徒は，約９人である。

■

■

この図から，次のようなことを読み取ることができる。

範囲は８０点，四分位範囲は３０点である。 数学　　　　　　　　　　　　　

５０点以上の生徒が２０人以上いる。 英語　　　　　　　　　　　　　

３０点以下の生徒は１０人程度である。 国語　　　　　　　　　　　　　

①

②

③
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箱ひげ図からわかること
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３０点以上の生徒が６０人以上いる。 　　　　　　　　　　　　

２０点以下の生徒はいない。 　　　　　　　　　　　　

範囲は７０点，四分位範囲は５０点である。 　　　　　　　　　　　　

①

②

③

次の箱ひげ図は，Sさんのクラス４０人の英単語テストの得点を表したものである。下のＡ～Ｅの

うち，この図から読み取れることで正しいものをすべて選び，  に記号を書きなさい。

Ａ　得点が４点以上８点以下の生徒が約半数を占める。

Ｂ　このテストの平均点は６点である。

Ｃ　得点が１点以上４点以下の人は，８点以上１０点以下の人より多い。

Ｄ　得点が４点以上６点以下の人は，およそ１０人である。

Ｅ　得点が９点の人は５人いる。

下の箱ひげ図は，ある中学で行った数学，理科，社会のテストについて，生徒８０人の得点を表

したものである。このとき，次の①～③にあてはまるテストの科目を答えなさい。
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（ 1 ）

次のデータについて，○～○を求め，下の表をうめなさい。

５　６　７　８　９　９　１１　１２　１３　１３　１４　１５

（ 2 ） １４　１６　１７　１８　１９　２０　２１　２５　２６　２８　２９　２９　３０

（ 2 ）

右の枠内の値をもとにして，それぞれの箱ひげ図をかきなさい。

（ 1 ）

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

12 15 18 21 23

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

13 16 20 21 25

次の箱ひげ図を見て，下の表の○～○をうめなさい。

（ 1 ）

（ 2 ）
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次のＡ～Ｄの箱ひげ図は，下のア～エのヒストグラムを表したものである。次の問いに答えなさい。

（ 1 ）

（ 2 ）

箱ひげ図Ａ～Ｄの中で，次の①～④にあてはまるものを，記号で答えなさい。

　 ① 範囲が最も大きいものはどれか。　　　 

　 ② 四分位範囲が最も大きいものはどれか。  

　 ③ 中央値が最も大きいものはどれか。　　  

　 ④ 最小値が最も小さいものはどれか。

Ａ　このテストの平均点は７点である。

Ｂ　得点が３点の人は３人である。

Ｃ　得点が５点以上８点以下の生徒が約半数を占める。

Ｄ　得点が５点以上７点以下の人数は，７点以上８点以下の人数の２倍である。

Ｅ　得点が２点以上７点以下の人は，およそ１８人である。

箱ひげ図Ａ～Ｄにあてはまるヒストグラムをア～エから選びなさい。

　Ａ　　　　　　　　　　Ｂ　　　　　　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　Ｄ　　　　　　　　

次の箱ひげ図は，Ｐさんのクラス３６人の漢字テスト（１０点満点）の得点を表したもの

である。下のＡ～Ｅのうち，この図から読み取れることで正しいものをすべて選び，  　

　　　　　　　に記号を書きなさい。
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次のデータについて，○～○を求め，下の表をうめなさい。

（ 1 ）

（ 2 ）

次のＡ～Ｄの箱ひげ図は，下のア～エのヒストグラムを表したものである。次の問いに答え

なさい。

時間２0分

四分位数と箱ひげ図

１０　１１　１３　１５　１７　１９　２１　２２　２３　２３　２５　２８

箱ひげ図Ａ～Ｄの中で，次の①～④にあてはまるものを，記号で答えなさい。

①　四分位範囲が最も大きいものはどれか。

②　範囲が最も小さいものはどれか。 

③　中央値が最も小さいものはどれか。

④　最大値が最も大きいものはどれか。

箱ひげ図Ａ～Ｄにあてはまるヒストグラムをア～エから選びなさい。

Ａ　　　　　　　　Ｂ　　　　　　　　Ｃ　　　　　　　　Ｄ　　　　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値 第１四分位数 中央値 第３四分位数 最大値 四分位範囲 範囲

ア〇　　　　 イ〇　　　　 ウ〇　　　　 エ〇　　　　 オ〇　　　　 カ〇　　　　 キ〇　　　　

最小値
第１
四分位数

中央値
第３
四分位数

最大値

33 36 38 42 46

右の枠内の値をもとにして，箱ひげ図をかきなさい。

次の箱ひげ図を見て，下の表の○～○をうめなさい。

3 点×7

2 1点

3点×7

2 1点

5点×8

4 0点

完答

1 8点
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